
 

Guitar dream NO31-38 号掲載 

第 1 回 

J.S.バッハのリュートのための独奏作品は次の 7 曲といわれている。 

◼ 4 つのリュートのための組曲：ト短調 BWV995（3 番）,ホ短調 BWV996（1 番）,

ハ短調 BWV997（2 番）,ホ長調 BWV1006a（4 番） 

◼ リュートまたはチェンバロのためのプレリュード、フーガ、アレグロ BWV998 

◼ 小プレリュードハ短調 BWV999 

◼ フーガト短調 BWV1000 

また、これらの作品は、BWV996,997 はピアノに、998 はチェンバロのために編曲されている。 

リュートのための作品が最初に録音されたのは、1964 年にワルター・ゲルヴィッヒが最初といわれて

いる。まだ、わずか 55 年程度しかたっていない。なお、この時のリュートは、バッハ存在時のものとは

違い 10 弦を持ったギターに近い楽器であったそうである。 

ギター調弦に近いリュートのためにバッハのリュート曲を編曲したのが、ハンス・ダーゴベルト・ブ

ルーガーである。彼の曲集は 1921 年に出版され、翻訳の復刻版が日本で 1971 年に全音楽譜出版社から

出版されている（yakateru:私の楽譜棚にありました。1,000 円で当時としてはとても高額な楽譜です）。 

これは、当時のギターブームの中で我が国のギタリストにとって貴重な楽譜で、原点にかなり忠実で

あったため、この楽譜をもとに自分なりの編曲版を作る貴重なものだった。 

バッハの時代に、リュートがどのような地位にあったか。16 世紀においては、プレトリウスの音楽大

全に、「リュートは、音楽を学ぶものの基礎の基礎であり、前もってこの楽器をまじめに習得し理解して

いるものは、テオルボ・チター・ハープ・ヴァイオリン等のどんな楽器であれ演奏でき、やりたいことが

簡単にできる」と記されている。 

この時代のリュートは、有力者、王侯貴族、皇帝などに愛された楽器で、常流貴族の淑女たちは、こ

の楽器を上手に演奏し、この楽器の伴奏で愛や喜びを歌いたいと考えていた。 

yakateru
長方形



リュートに与えられた言葉、「すべての楽器の中の最高位」「もっとも高貴な楽器」「楽器の中の女王」。 

18 世紀になるとドイツでは、13 コースを持った楽器が普及し、さまざまな独奏曲やリュート伴奏曲

が現れた。また、合奏の伴奏楽器として、オペラや室内楽での通奏低音楽器として役割を担っていた。 

しかし、バッハの晩年の時代には、リュートは下火になってきた。その決定的な理由は、「平均律」の

普及によると作者は考えている。平均律を使うことにより転調が自由にできるが、リュートは調性によ

ってその音階を変える必要があったため、時代に合わなくなったと考える。 

ヴァイスの息子の時代になると、もはやリュート奏者という職業は成立しなくなる。彼らは、そのこ

ろ流行し始めたギターの指導やギターの教則本の出版等で細々と生活するしかなかった。 

 

第 2 回 

バッハが、作曲した曲の中で、リュートと指定しているものもいくつかある。代表的なものは、ヨハ

ネ受難曲の中で、バスのアリオーゾの時にリュートの指定がある。 

バッハは、自身もリュートを所有していた。バッハの遺産目録に、所有していた楽器のリストおよび

価格が掲載されているが、その中に、リュートはある。また、価格も、現在価格にするとということで、

約 200 万円。ちなみに、チェロが 60 万円、ヴァイオリンが 80 万円、小型チェンバロが 200 万円、チェ

ンバロ 500 万円と換算している。リュートが相当に高価だったことがわかる。 

 

第 3 回 

前半は、バッハが「ラウテンヴェルグ」とその名を遺した楽器についての考察が行われる。 

後半は、リュートと調整について考察している。ギターは、シャープ系の楽器である。＃１つの G-Dur

は、すべての音が開放弦に含まれている（ソ、シ、レ）。D-Dur でも同様。一方、♭系では、開放弦との

かかわりは極めて薄くなる。そのため、ギター、リュートの場合は、曲作りにおいて調性は重要になる。 

単に調性から考えると、ヴァイスの曲とバッハの曲は、演奏に要求される技術レベルが全く違う。リ

ュートの調性の特性を考えると、バッハは、リュート曲を本当にリュートのための作品であったかとい

う疑問を抱かせる。 

 

第 4 回―第７回 曲解説 

『BWV995 組曲ト短調』解説 リュート組曲 3 番 

この曲は、もう 1 曲「無伴奏チェロ」のために残されているが、こちらはハ短調となっている。この

リュートの楽譜には「ショスター氏へ献呈」と書かれているが、ショスター氏が誰かは不明とのこと。 

ただ、バッハ直筆譜には、最低音に G 音が使われており、これはバッハがあまりリュートのことを知

らなかった、あるいは、テオルボの改良版テオルビートを使うことを考えていた・・・・というように、

曲の解釈というよりは、曲自体の存在の課題を解説している資料である。 

 

『BWV997 組曲ハ短調』解説 

この曲は、フーガとドウブルを除いて、曲はリュート的に書かれている。フーガは、リュート的と言

えないばかりか、演奏困難という域を超えている作品である（この作者の菊地氏はリュート奏者である）。

そのためか、ライプツィヒ音楽博物館の楽譜には、フーガとドウブルは含まれていない。ただ、鍵盤楽器



用でもヴァイオリン用でもなさそうである。リュート用とするには技術的な課題が残るし、全曲をリュ

ートのためとした楽器指定の記載がある写本等は見つかっていない。 

 

『BWV998 プレリュード、フーガ、アレグロ』解説 

この曲は、バッハの直筆で「リュートまたはチェンバロのためのプレリュード」と記載されているた

め、リュート用に作曲されたのは間違いない。ただ、3 曲のうち、最初のプレリュードの記載だけがある

ことについては、フーガもアレグロも、前奏曲様式に支配されているため問題ないとしている。ただ、こ

の時代に、2 つの楽器の楽器指定をすることはまれである。ただ、唯一二重奏ソナタに例があるそうだ。

ただ、少なくともプレリュードは、リュート向きであることは間違いない。アレグロも同様である。 

 

『BWV996 組曲ホ短調』解説 リュート組曲 1 番 

この曲は、リュートのためと書かれた BWV995 と同じ音域の直筆譜があることからリュートのため

の曲と考えられている。鍵盤楽器の音域よりはかなり低い。ただ、この楽譜のタブラチュア譜がないこと

は疑問が残るとしている。ただ、「この組曲は、全体の使用音域がリュートにぴったりと合っている、最

もバッハの特徴が出ている作品」との評価もある。ただこの作者菊地氏は、原調のホ短調では演奏不可能

なところが多々あり、ト短調への移調をすることで演奏を可能にしたこともあり、リュートを目的にし

た作品であると断定するには躊躇せざるを得ないとしている。 

 

『BWV1006a 組曲ホ長調』解説 リュート組曲 4 番 

この組曲は、BWV1003 無伴奏バイオリンパルティータホ長調の編曲であることは周知の事実である。 

この曲のバッハ直筆譜は、武蔵野音大が所有しているが、直筆譜には楽器指定がなく、最初はチェン

バロ用として表に出たが、タッペルトがリュート用にして世に出した。ただ、その理由はチェンバロよう

にしては音域が低すぎるという理由のみであった。ただ、このままリュートで演奏することは不可能で

あるため、ネーマンは、変調弦による解決方法を提案している。作者の菊地氏は、この曲をヘ長調に移調

して演奏している。リュートの調弦をすべて半音下げると、バッハの直筆譜通りの調で演奏できる。この

ようなこともあり、この曲がリュート用に作曲されたということには、疑問が残る。ただ、チェンバロ用

でもない。ハープ用であるとの意見もある。 

 

『BWV999 プレリュード』解説 

この曲が、リュートのために作曲されたということには異論はない。全体をアルペジオで書かれ、実

際の演奏にも何の問題もない。 

 

『BWV1000 フーガト短調』解説 

この曲は、無伴奏ヴァイオリンソナタ第 1 番ト短調の 2 楽章、および、オルガン用のニ短調の 3 つの

楽器のための版がある。リュート版とヴァイオリン版は同じト短調であるが、ヴァイオリン版は 94 小節

に対し、リュート版は第 3、第 7 小節が拡大されて 96 小節になっており、もともとはヴァイオリン版で

あったと考えられている。この曲は、バッハのリュートのための作品の中で最もリュートとして完成度

の高いすぐれた作品であると思う。 



第 7 回－第 8 回 

バッハ自身がリュートを演奏したかについて、これまで研究者は「バッハは、リュートを熟知し、教

えていたと言われている」としていた。しかし、これらについては、作者菊地氏は疑問を持っている。 

結論として、リュート奏者の菊地氏は、演奏の可能性から考えると、BWV999 以外の曲は、リュート

のイメージで書いたものの実際にリュートで演奏することを考慮してつくられた作品ではないと考えて

いる。ただ、リュート奏者は、その価値を目減りさせることなく、この曲を様々な工夫を凝らして演奏す

ることを期待するとしている。 

終わり 




